観音寺
[伝説]

観音寺は北野天満宮の敷地に隣接しています。これら2つの寺社は、1868年までは仏教と日本固有の神道の間に、信仰の慣習に関する明確な区別がなかったため、500年あまりの間、同じ宗教施設の一部をなしていました。1868年に政府は観音寺と北野天満宮を分離するよう命じました。

観音寺の本尊は慈悲の菩薩である十一面観音像です。本堂に収められているこの菩薩像は、北野天満宮が学問と芸術の神である「天神」として祀る菅原道真（845～903年）によって彫られたと言われています。この像は25年に一度だけ一般公開されます。

寺院入り口の右手にある小さなお堂「白衣観音堂」には、1655年に観音寺を訪れた中国の禅僧から寄贈されたもうひとつの観音像があります。この像は子どもを抱く観音が表現されており、人々は受胎と安産の祈りをこの菩薩に捧げます。お堂内に並べられた無数の人形は、観音様への感謝のしるしとして信者から寄贈されたものです。

本堂の裏手には、かつて北野天満宮にあり、神仏分離で観音寺に移された、仏塔の一種である高さ4.5メートルの石造りの五輪塔があります。日本の仏教の教えでは、多くが死後の服喪期間を49日としています。50日目に遺族が集まり、祈りを捧げ、喪の終わりを告げるのが一般的です。この五輪塔は何世紀にもわたって、そのような祈りの場所であったと考えられています。




